
大問0（記号等の規則Word版 0⃝）
これは親規定MS Word版をコピーしたものである．読み易くするためもあって，レイア

ウトとフォントは LATEX化されている．明らかなミスと思われるものは訂正してある．

1. 問題番号等について

(1) 大問

• 大問番号と大問名称を，各大問の先頭ページに入れる．MS明朝 16ポイント

• 大問の名前は次の 8種類とする．

大問１（数学 1⃝）　大問２（数学 2⃝）　大問３（数学 3⃝）
大問４（物理学 1⃝）　大問５（物理学 2⃝）
大問６（化学 1⃝）　大問７（化学 2⃝）　大問８（化学 3⃝）

(2) 小問および枝問

• 大問の中の小問は，1. 2.・・・とする．

• 小問の中に更に枝問がある場合は，(1), (2),・・・とする．

• Times New Roman 10.5ポイント．

(3) マーク記号および選択肢記号

• マーク記号はカタカナとする．大問の中で通し五十音順とし，太枠長方形で
囲う．

　 ア ， イ ，・・・MSゴシック 10.5ポイント（岩熊加筆: LATEXではWindows
のゴシック標準は無いので，ここの表示はゴシックを用いてある）

太枠長方形の前後には半角スペースを入れて見易くする．

同じカタカナを複数回表記する必要があるときは，2回目以降は長方形を細
枠にする．

　 ア ， イ ，・・・MSゴシック 10.5ポイント（岩熊加筆: LATEXではWindows
のゴシック標準は無いので，ここの表示は明朝を用いてある）

• 選択肢記号は数字とし，丸囲いを用いる．縦長にする必要はなし．
　 1⃝, 2⃝, 3⃝, 4⃝,・・・MS明朝 10.5ポイント

• 選択肢は 20個までとする．

2. その他

• 余白は，上 35 mm，下左右 30 mm．

• 問題文は，10.5ポイントでMS明朝と Times New Romanを基本とする．

• 句読点は全角のカンマ (，)とピリオド (．)を用いる．

• 物理量などの単位には括弧を用いない．例：～の単位をmとする．20 m．

ただし，文字の後ろに単位を付ける場合や図中では角括弧を用いる．例：A [m]．

• 問題文の一部や図中の一部に下線を引くなどして指示するときは，別の字体を用
いる．
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• 大問ごとにページ番号を持たせ，ページ下中央に入れる．
　　例えば，大問 2の 3ページ目なら 2 – 3

• ［岩熊加筆］MS P明朝およびMS Pゴシックのフォントは決して使わないこと．
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